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稲村早希子(34期 ) 石田晶大 (旧教官)

粟田 佳子 (30期 )

住 亜希子 (30期 )

山内 啓子 (1日 教自

第 2部では、「第 2部では、「 4t瀾磨ぬ

―

き音楽演奏で皆様を

お迎えします。先生方にも出席いただきます。

多くの同窓生の参加をお待ちしております。

平成26年度第66回皐城会総会のご案内

平成26年 4月 13日 (日 )午後12時～15時

ホテルグランヴィア大阪 20F 鳳凰の間

大阪市北区梅田 3丁目 1-l te1106 6344-1235

第 1部 総 会

第 2部 講演 。演奏&懇親会日 常ビュッフェ)

。・・ 6面参照下さい。

講 演 :代谷誠治さん (14期 )

講題「中性子で癌を治す」

昌さん (14期 )

ピアニカ演奏で楽しく !

司 会 :福蔦教偉さん (24期 )

一般 6000円   59～ 65期  2000円

新入会員 (66期 )1000円

―口1000円

参加費・賛助金は、同封振込用紙で郵便局から3月

末日までに振り込んで下さい。 (準備の都合上、出来

るだけ事前にお申し込み下さい。)

今年度は、「 4の期」

(4。 14。 24・ 34・ 44・ 54・ 64期が担当します。)

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
代
谷
誠
治

さ
ん

（１４
期
）
の
講
演
と
松
田
昌
さ

ん

（
１４
期
）
の
ピ
ア
ニ
カ
演
奏
を
楽

と

―

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
司
会
は
２４

期
の
福
蔦
教
偉
さ
ん
。
皆
さ
ん
各
界

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
で
す
。

参加費

賛助金

学
校
長

平
成
２４
年
の
初
冬
の
夕
方
、

研
究
室
で
講
義
の
後
の
息
抜
ぎ

を
し
て
い
た
ら
、
電
話
が
鳴
り

ま
し
た
。
「
野
浪
君
、
ち
ょ
っ

と
来
て
く
れ
る
か
。
」
長
尾
学

長
で
し
た
。
そ
し
て
、
新
任
の

校
長
が
で
き
ま
し
た
。
野
浪
正

隆
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

平
成
２５
年
４
月
７
日
、
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
４
Ｆ
花

梨
の
間
で
行
わ
れ
た

「平
成
２５

年
度

皐
城
会
総
会
」
に
招
い

て
い
た
だ
い
て
、
新
任
の
校
長

と
し
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
立

派
な
場
所
で
、
大
勢
の
同
窓
会

会
員
が
集
ま
っ
て
、
洒
落
た
ス

ピ
ー
チ
と
見
事
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
美
味
し
い
料
理
を
楽
し
み

ま
し
た
。

毎
年

こ
の
規
模

の
総
会
が
で

き
る
皐
城
会
は
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
野
浪
が
卒
業
し
た

神
戸
市
立
湊
中
学
校

（現
在
は

近
隣
の
楠
中
学
校
と
合
併
し
て

湊
翔
楠
中
学
校
）
の
同
窓
会
で

は
周
年
行
事
で
行
う
の
が
精

一

杯
で
し
た
。
立
派
な
同
窓
会
総

会
が
で
き
る
の
は
、
愛
校
心
の

大
き
さ
の
表
わ
れ
だ
と
思
い
ま

す
。
同
窓
会
会
員

一
人
ひ
と
り

の
愛
校
心
の
大
き
さ
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
会
員
の
多
さ
で
も

あ
り
ま
す
。

秋
に
は

「先
輩
の
授
業
」
が

あ
り
、
先
輩
方
が
仕
事
を
通
じ

て
得
た
真
理
を
伝
え
て
い
た
だ

ｔ
ｉ
■
一一一１
　
　
　
　
企
画
、
運
営

↓
　
中
学
校
の．割
鄭
‥
『‥
．‥

・・「．
・‘‐‐‐‐‐‐

一　
　
　
ア
ル
バ
ム
よ
り
　
　
一
一

き
、
附
中
生
は
そ
れ
ぞ
れ
様
々

一

漁畔別徴凱社ど」勧躙″嗽
‐‐‐‐‐。・．‘‐‐

ま
せ
ん
。
卒
業
生
の
中
の
秀
で

一

た
人
に

一
人
き
て
も
ら
っ
て
生

，‐‐‐‐‐，‐

徒
全
員
で
聞
く
と
い
う
講
演
会

一

カヽ な
』
囲
杉
諷
切
紳
畔
球
薇
州
端

‐‐‐‐，・・．‐‐‐

ベ
ル
の
卒
業
生
が
２０
人
近
く

二

度
に
来
て
頂
け
る
皐
城
会
は
す

珈

ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
一

を
幹
猜
」
“
議
麟
い
¨
ビ
蚊
曜

］

で
あ
り
、
且

つ
ま

一一嚇̈一　一」̈̈
一『〕‐

る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
よ
る
網
膜
再

生
医
療
、
加
齢
黄
斑
変
性
症
の

治
療
を
他
に
先
駆
け
て
実
施
し

よ
う
と
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

講
演
は
、
素
人
に
も
、
若
い
学

生
諸
君
に
も
わ
か
り
易
い
内
容

で
、
驚
嘆
と

つ
の
る
興
味
を
覚

え
ま
し
た
。

特
に
、
研
究
と
現
場
医
療
の

二
つ
を
領
域
に
携
わ

っ
て
い
た

た
め
速
く
こ
の
段
階
に
到
達
し

得
た
と
い
う
お
話
は
印
象
的
で

し
た
。「先

輩
に
よ
る
授
業
」
を
引

き
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

も
お
り
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し

た
母
校
附
中
を
あ
ら
た
め
て
誇

ら
し
く
思

っ
た
次
第
で
す
。

時

場

　

一弟次

□口
　△
ム
　　
　　
△
バ

多
ガ
鯰
・・卒
業
詮
難
・感
動
一一ぎ
Ｆ

〓
■
■
諄
ｒ
■
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■
■
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野
―
良
．●
一■
●
隆
■

ま
す
０
　
　
　
　
　
　
　
　
一

皐
城
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

ま
す
。

慶
び
申
し
上

ん
　
げ
ま
す
。
本

謎
　
年
度
の
会
報

鰤　餞枷月嘲脚

催
予
定
の
総

ん
　
会
の
ご
案
内

さ
　
を
お
届
け
い

日日
　
た
し
ま
す
ｏ

側　会けⅥ̈
嚇

期
即
ち
上
興

あ
　
‐４
期
、
２４興

誨
聯
酬

福
　
の
皆
様
が
、

を
受
け
も

っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な

っ
て
お
り
、
既
に
何
度
も

集
ま

っ
て
周
到
な
準
備
を
進
め

て
く
だ
さ

っ
て
お
り
ま
す
。
大

勢
の
会
員
が
出
席
さ
れ
る
こ
と
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卒業後、社会に出て、さまざまな分野で活躍 している皐城会の仲間たち。そんな先輩卒業

生の活きた体験を現役の附中生に伝えようと始まった本企画。学校とPttAと 皐城会のコラ

ボレーションのもと、昨年 9月 14日 に12回 目の授業が行われ、今回も 5期から44期まで計 17

名の仲間が講師として登壇 しました。

創
立
５０
周
年
の
時
に
立
ち
上

が

っ
た
本
企
画
は
、
附
中
の
在

校
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
好
評
価
を
い

た
だ
き
、

６０
周
年
を
機
に
毎
年

の
恒
例
行
事
と
な
り
、
今
で
は

附
中
生
は
在
校
期
間
中
に
三
度
、

先
輩
卒
業
生
の
貴
重
な
体
験
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
附
中

の
後
輩
た
ち
は
、
毎
年
、
こ
の

″先
輩
の
授
業
〃
を
心
待
ち
す

る
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
、
そ
の
授
業
を
受
け
た
の

は
６６
～
６８
期
の
三
学
年
。
今
回

も
深
い
精
神
世
界
の
話
か
ら
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
最

前
線
ま
で
様
々
な
世
界
で
活
躍

す
る
先
輩
の
活
き
た
体
験
に
、

多
く
の
後
輩
た
ち
が
強
い
刺
激

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
本
企
画
が
実
現
で
き

る
の
も
、
ひ
と
え
に
講
師
を
引

き
受
け
て
く
だ
さ
る
皐
城
会
会

「
附
中

に
は
、

こ
ん
な
す
ご

い
先
輩
が
い
た
ん
だ
」

と
実
感

で
き
る
ひ
と
と
き

員
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ

っ
て

こ
そ
で
す
。
〈
′
同
、
講
師
を

つ

と
め
て
い
た
だ
い
た
１７
名
の
仲

間
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
先
も
本
企
画
を
続
け
て
い
く

う
え
で
、
皐
城
会
会
員
の
皆
様

に
は
さ
ら
な
る
お
願
い
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
講
師
と
し
て
、

貴
重
な
体
験
を
、
目
を
輝
か
せ

て
い
る
附
中
の
後
輩
た
ち
に
伝

実
際
に
体
験
で
き
た
り
す
る
も

の
も
…
…

中には単なる講義にとどまらず

作曲したり演奏 したり…

講師
(敬称略)

期 講師肩書き等 講座 テーマ

子
子

喜
智

多
美

田
出

池
小

５

‐ ０ 読みきかせボランティア
絵本の読みきかせ
―心をたがやしてくれる楽しい世界一

中 川 慶 子
N PO法人 新エネルギーをすすめる
宝塚の会 代表理事

自分たちのエネルギーは自分たちでつくろう !

一再生可能エネルギーの可能性―

秦   博 文 安楽寺住職

聖なるものと俗なるもの、それをつなぐもの
～俗の世界に住む我々は聖なるものに何を祈り、
どのように祈ってきたのか～

代 谷 誠 治 京都大学名誉教授 原子力放射線の利用  ― 光と陰 ―

高見沢 ― 裕 岐阜大学 応用生物科学部 教授 微生物の力を借りる環境改善・環境創造

福 蔦 教 偉
大阪大学大学院医学系研究科
重症臓器不全治療学寄附講座 教授

重症心不全って、なあに 7

いのちの大切さを考えて見ませんか ア

鈴 木   篤
い 阪急阪神百貨店 取締役
常務執行委員

第 1部 流通今昔物語
第 2部  「大企業で働く」とは

多 賀 佳 子 助産師 多賀助産院院長
いのち…生と性…これから生きるみなさんヘ
～助産師から伝えたいこと～

山 家 京 子 神奈川大学 工学部 建築学科教授 建築・都市 。まちづくり

大 谷 邦 郎 毎日放送 人事局 キャリア推進部長 気づき力をアップさせよう !

美濃部 五三男 獣医師 小動物臨床・動物病院開業
犬を悪者に しないために 狂大病を知 ってますか ?

ヒューマンアニマルボン ド (人 と動物の絆)

～大とあいさつ しよう～

山 本 辰 久
経営コンサルタント
llkTEC。 マネジメント西日本支社長
上級コンサルタント

「学び、考え」続けてキャリアを進化させよう !

鈴 木   哲
作家 。我孫子武丸
(小説、漫画原作、ゲームシナリオ等)

小説、漫画、テレビゲームとのつきあいかた

河 崎 菊 子 陶器店「陶点晴かわさき」経営 陶器屋 よもやま話

土 屋 武 之 鉄道ライター 鉄道ルポルタージュの「取材Jを体験してみよう
～阪急池田駅をルポするとすれば～

広 田 圭 美 作曲家 ピアニスト 編曲家
メロディとリズムとコー ドで
作由してみよう !

え
て
頂
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か

？
　

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

同
期
の
ど
な
た
か
を
講
師
に
推

し
、
そ
の
ま
ま
仲
間
を
集

っ
て

授
業
を
参
観
し
、
そ
れ
か
ら
ち
ょ
っ

と
し
た
同
期
の
集
ま
り
に
移
行

す
る
と
い
う
流
れ
も
、
昨
年
度

あ
た
り
か
ら
で
き

つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。
皆
様
か
ら
の
応
募
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

1年に 1回の貴重な体験

目の輝きが違います

■■■1■■1平成2暮年度■■轟先輩01授業1書1受1,よ|う■|■1講師■丼■マ■覧■■|■■■1

鱚 静
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授業を担当していただいた講師のみなさんです。各講

師の授業テーマ、現在の所属・肩書等は右ベージ下の表

~ 14期
 代谷 誠治さん

をご参照ください。

▼10期 中川 慶子さん

▲ 14期 秦 博文さん

多賀 佳子さん

小出 美智子さん (左)と
5期 池田 多喜子さん (右 )

福蔦 教偉さん

▲27期 山家 京子さん ▲24期 鈴木 篤さん

30期>
山本 辰久さん

33期>
土屋 武之さん

期

木

３０

鈴

く

▼24期

▲17期 高見沢一裕さん

秦  博文さんの授業

「聖なるものと俗なるもの、それをつなぐもの」

見える世界と見えない世界の「俗J「聖」 について、盆

や正月のように、まつることで私たちを守っているのだと

知 りました。そして、盆や正月の独特な行事や風習には、

すべて意味があるのだとわかりました。(1年生・ 男子)

代谷 誠治さんの授業

「原子力と放射線の利用―光と陰―」

ニュースで『東北地方太平洋沖地震』の原発事故

について、時々取 り上げられるのを見ますが、説明

が少 し分かりづらかったり、大切な部分を見逃 したり、ま

た自分で調べたりすることがなかったので、本当にいい経

験になりました。今度図書館へ行き、原子論や歴史、BN
CTに ついての本を借 りようと思います。 そうやって原子

力、放射能に対する知識を深めていき、科学技術の発展に

努めていけるようになりたいです。 (2年生・女子)

河崎 菊子さんの授業

「陶器屋 よもやま話」

京都が焼き物で有名な理由や、いろいろな焼き物の種類

を知ることができて良かった。陶器の歴史にもふれること

ができたし、作る工程 も知れてうれしかった。さらには、

土器・陶器、磁器などの特徴と見分け方に選び方、日常生

活にも十分活かすことのできる扱い方 も教わり、今まであ

まり興味のなかった陶磁器について大変興味がわい

た。 と同時に、陶磁器を売っているお店にすごく行

きたくなった。 (1年生 。男子)

広田 圭美さんの授業

「メロデ ィと リズム とコー ドで作曲 してみ よう !」

これまで作曲ってすごく難 しく考えていたけど、 1フ レー

ズごとなら、中学生でもできるんだと知って、とても驚き

ました。今まで何度か歌を作ろうかな、と考えて、ちょっ

とやってはあきらめ… …の連続でしたが、 この授業を受け

て、 もう一度挑戦 しようと思いました。音楽は楽 しいし、

好きだと感 じたので、続けていきたいです。(2年生。女子)

▼29期 大谷 邦郎さん
▼44期 広田 圭美さん

▲30期

河崎 菊子さん

哲さん
▲30期 美濃部五三男さん

901●■■↓■|
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幽

鞠

距

型

（金
）
に

「
傘
寿

の
集
い
」
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
場

所
は
、
母

校
の
あ
る

池
田
の
地
、

阪
急
駅
前

の

「太
郎

丘
倉
里
寿
「
肥

店
。司

会
の

幹
事
堀
口

君
の
言
葉

で
二
年
前

に
整

死
気

だ

っ
た
亡

き
小
］
塚

日
に

催
し

ぺ
は
昭
和
５７
年

（当

時
３８
歳
）
か
ら
３０
年

間
欠
か
さ
ず
開
催
し

て
き
ま
し
た

一
昨
年

か
ら
こ
η
コ
ル
フ
コ

ン
ペ
の
後
に
ゴ
ル
フ

を
し
な
い
人
た
ち
も

集
ま

っ
て
同
期
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
も
２５
年
Ｈ
月

‐３
日

（水
）
に
晴
天

の
一ヽ
三
因
山
ク
ラ
シ
ッ

ク
ゴ

ル

フ
倶
楽
部

（
‐２
期
永
田
武
全
君

次
は
古
稀
記
念

同
期
会

例
年
■
月
の
第
２
水
曜

‐２
期
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
コ
ン

し
、
う
ち
１
名
は
両
足
人
工
股

関
節
で
の
参
加
で
し
た
。
同
期

の
コ
ン
ペ
な
ら
で
は
の
遠
慮
の

な
い
和
気
調
々
の
会
話
が
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
よ
り
飛
び
交

っ
て
ま

し
た
。
ゴ
ル
フ
終
了
後
、
会
場

を
豊
中
ロ
マ
ン
テ
イ
ッ

タ
街
道
沿
い
の
イ
タ

リ
ア
ン

「
ソ
ッ
シ
ュ

ス
ク
エ
ア
」
に
移
し

て
同
期
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
女
子
５
名

男
子
１
名
が
合
流
し

食
べ
る
の
も
そ

っ
ち

の
け
で
、
昔
話
や
年

金
や
老
後
の
話
に
花

が
咲
き
、
終
始
笑
い

に
包
ま
れ
た
楽
し
い

集
ま
り
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
は
満
年
齢

が
理
事
長
）
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
古
稀
の
記
念
の
年
、
大
々
的

金
岡
晃
両
君
の
冥
福
を
祈
り
、

黙
祷
の
あ
と
宴
会
に
移
る
。

今
回
参
加
者
は
１８
名
。
病
生ペ

体
調
不
良
等
で
年
々
参
加
者
減

少
は
寂
し
く
思
わ
れ
る
。
そ
れ

で
も
遥
か
逗
子
や
横
浜
よ
り
の

参
加
者
も
あ
り
、
久
し
振
り

の
再
会
に
心
は

一
気
に
六
十

数
年
前
に
戻
り
、
座
は
大
い

に
盛
り
上
が

っ
た
。
米
国
在

住
の
山
田
純
君
た
ま
た
ま
当

日
帰
国
の
予
定
だ

っ
た
が
夕

刻
到
着
の
た
め
間
に
合
わ
ず
、

近
況
報
告
の
メ
ー
ル
の
み
が

披
露
さ
れ
た
の
は
残
念
の
限

り
で
あ
る
。

二
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ

て
、
次
回
幹
事
を
古
川
、
山

中
の
両
君
に
お
願
い
し
散
会
。

尚
会
の
後
、
有
志
者
の
み
で

池
田
城
址
公
園
ま
で
歩
き
、
今

は
公
園
と
な

っ
た
校
舎
の
跡
を

尋
ね
往
時
を
偲
ん
だ
。

小
生
都
合
で
参
加
出
来
な
か
っ

た
が
、
春
３
月
、
桜
の
頃
は
、

満
開
の
桜
、
木
の
欄
干
の
橋
、

渡
れ
ば
木
造
の
校
舎
、
そ
し
て

白
線
帽
子
と
セ
ー
ラ
ー
服
の
男

女
生
徒
た
ち
。
当
時
の
光
景
が
、

今
も
鮮
や
か
に
蘇

っ
て
く
る
。

（記
　
内
田
善
文
）
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同
窓
会
開
催
の
報
生
回

久
し
ぶ
り
の
人
、
い
つ
も
出
席

す
る
人
な
ど
で
し
た
が
、
み
ん

な
元
気
で
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

一
人
ず

つ
の
現
状
報
告
の
あ
と
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
な

り
賑
や
か
な
明
る
い

３
時
間
を
す
ご
せ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
る
ぞ
と
い
う

気
力
を
も
ら
い
、
友

情
を
確
か
め
合

っ
た

貴
重
な
ひ
と
と
き
で

し
た
。
ま
た
２
年
後

の
再
会
を
約
束
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

（記
　
加
藤
正
明
）

言う言ξ[ll:[itti[:菫

:言
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●
鸞
ご

会
が
皐
城

会
総
会
の

当
日
、
総

会
後
、
ウ

エ
ス
テ
ィ

ン
ホ
テ
ル

大
阪
で
開

催
さ
れ
亀

総
会
出
席

者
２５
名
、

‐３
期
同
窓

会
出
席
者

購轟癬期 同 期 会

同
　
窓
　
会

‐２
月
３０
日
の
夜
、
池

田
の
牡
蠣
料
理
店

「
か

き
峰
」
に
て
、
中
学
３‐
期
の
同

窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
で

２４
回
と
い
う
伝
統
の
あ
る
会
で
、

代
々
有
志
に
よ
り
長
く

「
か
き

峰
」
で
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
３
年
前
の
石
田
先
生

の
退
官
に
伴
う
会
に
多
く
の
同

窓
生
が
集
ま

っ
た
の
を
機
会
に

参
加
者
が
増
加
し
、
２
年
間
、

場
所
を
大
阪
に
移
し
て
開
催
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、
３
年
ぶ
り

に
一戻
っ
て
き
た
こ
と
に
な
っ
た
。

ま

っ
た
。
石
田
先
生
と
、
昔
話
、

近
況
報
告
に
、
大
い
に
盛
り
上

が

っ
た
。
多
く
は
５０
歳
を
迎
え

て
、
自
分
の
健
康
、
子
供
の
進

路
、
親
の
介
護
な
ど
、
人
生
大

変
な
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
が
、

か

っ
た
、
彼
と
も
、
彼
女
と
も

普
通
に
話
せ
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と
に
、
却

っ
て
年
を
感
じ
る

年
末
の
夜
で
あ

っ
た
。
幹
事
の

荒
堀
君
、
毛
利
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

我
々
２
期
生
は
昨
年
４
月
２

日
か
ら
４
月
４
日
迄
二
泊
三
日

桜
と
桃
の
花
を
求
め
て
、
甲
州

路
を
旅
し
ま
し
た
。
最
初
に
訪

れ
た
身
延
山
久
遠
寺
の
し
だ
れ

桜
は
盛
り
を
過
ぎ
て
い
た
が
、

そ
の
後
訪
れ
た
実
相
寺
の
神
代

桜
、
慈
雲
寺
の
い
と
桜
は
満
開

で
さ
す
が
名
木
の
名
に
相
応
し

い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

一
方
、
桃
も
同
時
期
に
満
開
の

状
態
で
笛
吹
市
の
八
代
ふ
る
さ

と
公
園
の
桃
畑
を
始
め
こ
の
地

方
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ

た
紅
白
の
桃
の
花
の
艶
や
か
さ

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
宿
泊
じ

た
勝
沼
の
ぶ
ど
う
の
丘
の
周
辺

は
桜
、
桃
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

秋
に
実
を

つ
け
て
ワ
イ
ン
に
な

る
ぶ
ど
う
畑
が
周
辺
に
広
が

っ

て
お
り
、
周
辺
に
見
え
る
甲
斐

の
山
々
、
は
る
か
遠
く
の
南
ア

ル
プ
ス
の
雪
景
色
は
最
高
で
し

た
。
今
年
も
男
１０
名
、
女
９
名
、

例
年
の
ご
と
く
ア
メ
リ
カ
か
ら

肥
後
恭
子
さ
ん
も
参
加
し
て
く

れ
て
、
バ
ス
の
中
も
夜
の
集
い

も
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
こ

の
分
だ
と
８０
歳
に
な
る
来
年
も

き

っ
と
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

〃甲
斐
路
ゆ
け
ば
桃
と
桜
と
水

仙
と
〃
程
子

（記

高
下
幸
治
）

成
人
記
念
同
窓
会

２
０
１
３
年
１
月
１４

日
、

６０
期
生
は
成
人
式

を
迎
え
ま
し
た
。
式
後
は
梅
田

ス
カ
イ
ビ
ル
に
て
同
窓
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
１
３
０

人
程
が
集
ま
り
、
大
き
な
会
と

な
り
ま
し
た
。
卒
業
以
来
、

６０

期
生
全
員
で
の
同
窓
会
　
一”
一

は
初
め
て
で
あ

っ
た
た
　
・■
一

め
久
々
に
会
う
友
人
と
　
一一一一一鋼灯
鰈
一

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
あ
っ

と
い
う
間
の
二
時
間
で
し
た
。

附
中
生
の
頃
の
ま
ま
の
面
影
の

中
に
垣
間
見
え
る
大
人
び
た
雰

囲
気
が
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
感

じ
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
は
就
職

活
動
に
差
し
掛
か
り
、
再
び
人

生
の
岐
路
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
広
い
世
界
へ
目
を
向
け
、

皆

で
歩
ん
で

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
基
弁
雀
な
っ

て
か
ら
ま
た

６０
期
全
体

で

是
非
同
窓
会

を
開
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

（記丞
讐
曇
０

ｅ
０

●
市
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を
開
催
し
ま
し
た
。
男
子
１３
名

女
子
１
名
総
勢
４
組
１４
名
、
う

ち
１
名
は
酸
素
ボ
ン
ベ
を
牽
引

に
声
掛
け
し
て
集
ま
ろ
う
と
約

束
し
て
和
や
か
に
お
開
き
に
な

り
ま
し
た
。
（記

木
村
榮
次
）

〕
靱
趙
舅
緻
颯
鉤
鱚

嘲
略
粂
“

の
同
窓
生
が
集
ま

っ
て
楽
し
い

会
と
な

っ
た
。
皐
城
会
総
会
で

‐３
期
生
を
代
表
し
て
歌
を
歌

っ

て
く
れ
た
オ
ペ
ラ
歌
手
の
栢
本

（新
井
）
淑
子
さ
ん
を
中
心
と

し
て
和
気
あ
い
あ
い
の
ひ
と
と

き
だ

っ
た
。
（記
　
正
岡
　
哲
）

年
恒
例
１２
月
３０
日
に
４０
名
ほ
ど

の
同
級
生
が
大
阪

・
北
新
地
の

ア
リ
ラ
ン
亭
に
集
ま
り
ま
し
た
。

「
整

形

疑

惑

」

や

「
引
越
貧
乏
」
、
「
痩

身
願
望
」
な
ど
の
四

字
熟
語
を
用
い
た
近

況
報
告
で
盛
り
上
が

り
、
附
高
の
松
崎
先

生
に
乾
杯
の
音
頭
と

当
時
の
懐
か
し
い
お

話
し
を
い
た
だ
い
た

り
。
ま
た
二
次
会
は

新
地
で
シ
ョ
ッ
ト
バ

ー
を
営
む
同
級
生
、

今
回
も
、

１７
人
の
同
級
生
が
集

在
京
同
期
会

ず
い
ぶ
ん
と
小
さ

な
話
で
す
が
、
聞
い

て
く
だ
さ
い
。
私
は

中
高
と
附
属
池
田
の

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
私
は

練
習
に
遅
刻
ば
か
り
、
お
世
辞

に
も
褒
め
ら
れ
た
部
員
で
は
な

か

っ
た
の
で
す
が
、
中
学
で
は

同
期
部
員
が
６
名
だ

っ
た
こ
と

も
あ
り
、

レ
ギ

ュ
ラ
ー
と
し
て

試
合
に
出
し
て
も
ら

っ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
い
う
と
弱
小
ク
ラ

ブ
の
よ
う
で
す
が
、
実
は
わ
が

代
は
地
域
で
は
強
豪
チ
ー
ム
と

し
て
鳴
ら
し
、
池
田
市
民
大
会

は
も
ち
ろ
ん
豊
能
大
会
で
は
無

敗
、
中
３
夏
の
大
阪
府
大
会
で

も
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
出
し
た
の

で
す
。
こ
れ
に
は
、
熱
血
キ
ャ

プ
テ
ン

（府
大
会
の
折
に
は
、

な
ん
と
盲
腸
を
薬
で
散
ら
し
な

が
ら
出
場
し
て
い
ま
し
た
）
を

中
心
と
し
た
チ
ー
ム
の
結
束
の

回
さ
に
加
え
、
中
１
だ

っ
た
７２

年
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
で
の
金

メ
ダ
ル
獲
得
で

一
気
に
高
ま

っ

た
バ
レ
ー
熱
に
あ
お
ら
れ
て
、

大
人
顔
負
け
の
作
戦
、
プ
レ
ー

を
繰
り
出
す
創
意
工
夫
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
泣
き
笑

い
し
な
が
ら
と
も
に
成
長
し
た

６
人
の
う
ち
５
人
が
い
ま
、
東

京
に
い
る
と
い
う
の
に
は
奇
遇

以
上
の
も
の
を
感
じ
ま
す
。
そ

し
て
最
近
、
こ
の
仲
間
が
時
折

集
ま
る
機
会
を
重
ね
る
よ
う
に

な

っ
て
き
た
の
で
す
が
、
同
期

フ
ェ
イ

ス
プ

ッ
ク

（
Ｆ
Ｂ
）
通
じ
て

「
ミ

ニ
同
窓
会
」
／

平
成
２５
年
８
月
、
Ｆ
Ｂ

友
達
の
横
田
純
子
さ
ん

（
旧
姓

板
倉
）
か
ら

「
夫

の
転
勤

で
私

も
ベ
ル
ギ
ー
に
行
く
。
９
月
１

日
に
大
阪
に
行
く
の
で
皆
に
会

い
た
い
な
」
と
突
然

つ
ぶ
や
き

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
Ｆ
Ｂ
を
通
じ
、

会
と
は
ま
た
ひ
と
味
違
う
、

「同
じ
釜
の
メ
シ
」
的
な
雰
囲

気
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
機
会
に
５
名
が
み
な

願

っ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
り
、

こ
の
街
に
い
な
い
Ｙ
君
を
迎
え

て
、
い
つ
か
附
中
バ
レ
ー
部
同

期
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
で
す
。

（記
　
２７
期
　
菅
原
　
栄
）

陶

」
盟

』
ｏ

昨
年
出
産
し
た
お
友
達
の
家
で

数
年
ぶ
り
に
集
合
し
ま
し
た
。

１０
年
以
上
ぶ
り
に
あ
う
友
人
も

子
供
が
い
る
と
は
思
え
ぬ
変
わ

ら
な
さ
ぶ
り
に
、
あ

っ
と
い
う

間
に
時
間
が
す
ぎ
ま
し
た
。

（記
　
広
田
圭
美
）

中
井
丈
君
の
店

へ
…
。
今
年
も

‐２
月
３０
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま

だ
参
加
し
て
い
な
い
同
級
生
の

み
な
さ
ん
、
是
非
と
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

（記
　
平

　

武
）

忽
ち

一
次
会
１５
名
、
二
次
会
１８

名
の
同
級
生
が
集
結
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。
附
中

・
附
高
卒

業
以
来
の
同
級
生
、
一一言
い
出
し
っ

ぺ
の
純
子
さ
ん
を
含
む
全
員
、

大
感
激
。
又
、
昨
年
４
月
７
日

「春
の
ミ
ニ
同
窓
会
」
に
附
中

ｏ

附
高
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
由
良

規
矩
夫
先
生
が
急
速
参
加
さ
れ
、

‐５
名
の
懐
か
し
い
仲
間
が
集
結
。

ち
ょ
っ
と
し
た
き

っ
か
け

で

で
ヽ
二
同
窓
会
」
を
気
軽
に
開

け
る
の
は
、
Ｆ
Ｂ
な
ど
の
便
利

な
伝
達
ツ
ー
ル
が
あ
る
お
か
げ
。

ま
だ
未
登
録
の
同
級
生
の
方
も
、

ぜ
ひ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

っ
て
同

級
生
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

（記
　
安
藤
紳
次
）

回

霧

肩

日

（土
）、
附
中
６
期
生
有
志
が
、

西
宮
に
あ
る
同
級
生
の
お
店
、

「紫
陽
花
」
に
集
ま
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
東
京
か
ら
の
２
人
を

加
え
て
１７
人
に
な
り
ま
し
た
３

卒
業
６０
年

近
く
を
迎

え
て
も
昔

と
変
わ
ら

ず
、
食
事

を
し
な
が

ら
、
和
気

あ
い
あ
い

の
楽
し
い

ひ
と
と
き

で
し
た
。

今
秋

に

は
、
卒
業
６０
周
年
の
同
期
会
が

開
か
れ
る
予
定
で
す
。

（記
　
石
川
澄
子
）

最
近
年
末
恒
例

平
成
２２
年
１２
月
に
４０

歳
記
念
と
し
て
附
中
３８

期
生
の
同
窓
会
が
公
式
に
開
催

キむ
場一
十
‐^し
上に
。　
″
（
―
し

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

た
、
気
の
置
け
な
い

仲
間
た
ち
と
の
楽
し

い
ひ
と
時
が
忘
れ
ら

ムれ
ギン
、
　
「
“
のｏぴ
ｏ
ｏ
庁

の
同
級
生
グ
ル
ー
プ

を
中
心
と
し
て
、
非

公
式
？
の
小
中
高
合

同
忘
年
同
窓
会
を
４

年
連
続
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
も
毎

学
校
時
代
は
緊
張
し
て
話
せ
な

（記
　
阪
本
浩

一
）

同
窓
会
に
５２
名
参
加

平
成
２５
年
１２
月
３０
日

（月
）
、
年
末
恒
例
の
３６

期
生
同
窓
会
を
、
梅
田
の

「
が

ん
こ
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

石
田
先
生
、
灰
本
先
生
、
円
中

龍
三
先
生
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、

附
小
、
附
高
の
同

期
を
含
む
総
勢
５２

名
が
、
時
間
を
忘

れ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

卒
業
し
て
は
や
３０

年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
昔
と
変
わ
ら

な
い
熱
い
ノ
リ
と

笑
顔
が
溢
れ
る
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は

躯
体
が
巨
大
化
し
て

「
お
前
誰

や
ね
ん
」
状
態
の
メ
ン
バ
ー
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が

（笑
）
。

最
近
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
お
陰
で
連
絡

も
取
り
易
く
な
り
、
初
参
加
や

超
お
久
し
ぶ
り
参
加

も
増
加
中
。
ま
す
ま

す
の
盛
り
上
が
り
が

楽
し
み
で
す
。
お
越

し
い
た
だ
い
た
先
生

方
、
幹
事
の
お
手
伝

い
を
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（記
　
寺
井
太
郎
）

ハ
イ
テ
ク
同
窓
会

皆
が
４０
歳
に
な
る
年

に
も
う

一
度
集
お
う
と

約
束
し
た
期
限
が
近
付
い
て
き

ま
し
た
。
中
学
か
ら
の
縁
で
い

つ
も
集
ま

っ
て
い
る
仲
間
が

「
そ
ろ
そ
ろ
同
窓
会
し
た
い
よ

ね
」
と
言
い
始
め
た
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
や
家
事
、
育

児
に
追
わ
れ
て
忙
し
い
と
い
う

世
代
で
あ
る
ゆ
え
に
、
テ
ー
マ

は
い
か
に
お
気
軽
に
同
窓
会
を

開
催
す
る
か

之
い
う

一
点

に
絞
ら
れ
ま

し
た
。
今
回

の
作
戦
は
、

最
先
端

↑
じ

の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
駆
使

し

よ

う
と

、

シ

ス
テ

ム

エ

ン
ジ

ニ
ア
の

世
界
で
活
躍
す
る
同
級
生
の
男

子
を
無
理
矢
理
巻
き
込
み
、
知

恵
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
ず
幹
事
が
情
報
交
換
を
し
や

す
い
よ
う
に

『
目
Ｚ
国
』

で
グ

ル
ー
プ
を
組
み
、
打
ち
合
わ
せ

は
直
に
会
わ
な
く
て
も
ラ
イ
ブ

チ
ャ
ッ
ト
状
態
で
展
開
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

『
フ
リ
ー
メ
ー
ル
』

で
同
窓
会

の
ア
ド
レ
ス
を
作
り
、
イ
ベ
ン

ト
の
出
欠
を

『伝
助
』
と
い
う

シ
ス
テ
ム
を
使

っ
て
ウ
ェ
ブ
で

出
来
る
状
態
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
事
前
事
後
の
細
や

か
な
情
報
共
有
の
便
宜
を

図
る
た
め
に

『
『
Ｒ
３
ｏ
ｏ

ド
』
も
同
時
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
無
事
に
最
小
限

の
労
力
で
盛
況
の
う
ち
に

同
窓
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
他
の
期
の

皆
様
に
も
お
勧
め
で
す
。

（記
　
関
根
友
実
）
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の
ご
報
告

イ
ケ
フ
会
幹
事

一
同

２
０
１
３
年
■
月
５
日

（土
）

の
午
後
、
『
響
』
品
川
店
に
て

東
京
皐
城
会
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
３‐
回
と
い
う

歴
史
あ
る
催
し
で
す
が
、　
一
段

の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
く
、

Ａ
Ｌ
Ｌ
附
属
池
田

の
同
窓
会

（
イ
ケ

フ
会
）
と
し
て
の

初
開
催
で
す
。
当

日
は
、
母
校
の
新

校
長
に
就
任
さ
れ

た
野
浪
正
隆
先
生

に
も
お
越
し
い
た

だ
き
、
附
中
で
い

う
と
８
期
か
ら
５７

告
に
続
き
、
野
浪
先
生
ご
発
声

の
乾
杯
で
宴
席
が
ス
タ
ー
ト
。

食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
食
事
と

と
も
に
、
会

の
進
行
は
終

始
和
や
か
で

し
た
。
そ
の

後
、
イ
ケ
フ

〈
ム
の
デＬ
説
醐
沢

校
長
先
生
の

ご
講
話
、
さ

ら
に
、
即
興

三
分
間
ス
ピ

ー
チ
と
進
み

ま
し
た
が
、

時
間
の
流
れ

の
速
い

ン
Ｔ

名
残
を
惜
し

み
つ
つ
４
時
前
に
散
会
と
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
来
年
は
さ
ら

に
多
く
の
、
そ
し
て
学
生
を
含

め
た
、
よ
り
幅
広
い
世
代
の
イ

ケ
フ
生
に
集
ま

っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

今
回
は
開
催
案
内
と
し
て

『
イ

ケ
フ
便
り
』
創
刊
号
を
郵
送
、

配
信
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
形
で
、
在
京
で
勉
学
、

仕
事
、
生
活
さ
れ
る
イ
ケ
フ
生

に
、
仲
間

と
母
校

の

話
題
を
提

供

で
き
る

よ
う
に
、

幹
事

一
同

で
頑
張

っ

て
い
き
ま

す
。

２
０
１
３
年
の
皐
城
会
を

担
当
し
て

平
成
２５
年

（
２
０
１
３
）
の

皐
城
会
総
会
は
、
ウ
エ
ス
テ
ィ

ン
ホ
テ
ル
大
阪
で
４
月
７
口
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
部
は
、
皐
城
会
総
会
で
、

松
本
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、

事
業
報
告

。
決
算
報
告
が
行
な

わ
れ
、
現
在
の
附
中
に
つ
い
て

校
長
先
生
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第
二
部
の
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
小
林
祥
子
さ
ん

（４３
期
）

の
司
会
で
、
ゲ
ス
ト
に
オ
び
フ

歌
手
、
栢
本

（新
井
）
淑
子
さ

ん

（１３
期
）
、
落
語
家
の
林
家

竹
丸
さ
ん

（前
田

仁

３３
期
）

を
迎
え
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
総
会
の
出
席
者
は
１

２
０
余
名
で
、
多
く
の
会
員
が

集
ま

っ
て
下
さ
り

「
３
の
期
の

会
」
の
幹
事
と
し
て
、
本
当
に

も
い
て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

集
ま
り
に
。
近
況
か
ら
専
門
分

野
、
家
庭

の
事
な
ど

話
は
尽
き

ず
。
そ
の

後
も
小
中

高
の
枠
を

外
し
た

『
”
ｏ
①σ
ｏ
ｏ
Ｆ

グ

ル
ー
プ

を
作
り
交

流
は
続

い

て
い
ま
す
。

（記
　
岡
　
素
子
）

会
」
が
総
会
の
中
心
と
な

っ
て

会
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、

毎
年
違

っ
た

「期
の
会
」
が
担

当
し
、
そ
の
た
め
毎
回
違

っ
た

味
が
出
て
、
総
会
参
加
者
も
大

い
に
増
え
て
い
ま
す
。
楽
し
い

面
白
い
皐
城
会
が
、
今
後
も
続

い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

３
の
期
の
会

学
年
代
表
理
事
正
岡
哲
（
１３
期
）

ガ :

総基第2部懇親基そ1ま t・籍菖亡誓薬ぞ書様をお迎えします。
是非多数 の方のご来場、 ご来聴をお待 ちしてお ります。

第 2部のゲス ト・ 司会の紹介

1.講演 :体こ」谷謝t,台 さん (14期 )

京都大学工学博士 京都大学名誉教授

演題 :中性子で癌を治す、ホウ素中性子捕捉療法 (BNC丁 )

一 京都大学原子炉実験所 における研究 ―

<プロフィール紹介>京都大学の学生時代は中性子測定を軸に

放射線遮へいの研究を行い、原子炉実験所に

就職後は臨界実験を中心に原子炉物理学の研

究を種々行 つて来 られた。

原子炉実験所長 として活躍後、原子力安全

委員会の最後の委員を務め、東 日本大震災の

時には東京電力m福島第一原子力発電所事故

にも対応された。「先輩の授業」で後輩のため

に授業もされている。

(「先輩の授業を受けよう」の記事を参照 )。 ☆パワーポイン ト

を使 ってお話 しいただきます。最新の研究に注目して下さい。

2.演奏 :松 田   昌 さん (14期 )

名古屋音楽大学大学院特任教授

宇都宮短期大学特別講師

<プロフィール紹介>宝塚市生まれ。名古屋

在住。東京芸術大学作曲科出身。第10回イン

ターナショナル・ エ レク トーン・ コンクール

でグランプ リを受賞。その後、キーボー ド・

アーチス ト、作曲家 として、国内外での演奏

活動を中心に、映画・ ミュージカルの作曲、

テ レビの音楽制作などに活躍。 ピアニカのア

ルバム「 ピアニキス トMASA」 をリリースし、

世界中に、 ピアニカ愛好者を増や したい !と

願い、各国で演奏活動をされている。

今回の演奏は、 ピアニス トでアレンジャー、

関西の名門 ビッグバ ン ド・ アロージャズオー

ケス トラに トロンポーン奏者 として活躍中の

中島 徹さん と共演されます。

☆同期会ではいつも楽 しい演奏を聴かせてく

れています。お楽 しみ下さい。

福 蔦 教 偉 さん (24期 )

大阪大学大学院医学系研究科教授

「先輩の授業」では後輩のために心不全の治

療 という医学の問題か ら「命の大切さ」を考

える授業 していただいている彼が司会を して

くれます。

(「先輩の授業を受けよう」の記事を参照)。

″獅

東
京
皐

城
会
総
会
　
　
期
ま
で
、
総
勢
４３
名
の
出
席
と

（
イ
ケ
フ
会
）
開
催
　
　
な
り
ま
し
た
。
開
会
、
年
次
報

右が松田昌さん

左は中島徹さん

ョ
馴
劇
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く
思
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て
い
ま
す
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５
年
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ら
、
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期
の
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☆吻 財 財 閂 回☆
「知的好奇心旺盛な附中生」

杉山 伸一 先生
在職 昭和61年 4月 ～平成21年 3月

副
校
長
　
辻
本
　
堅
ニ

◆

「
願
え
ば
夢
は
叶
う
！
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

２９
期
　
高
橋
政
代
さ
ん
講
演
会

英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
は

「
来
年
注
目
の
５
人
」

に
「
∽

細
胞
を
使
い
、
目
の
網
膜
を
再

生
す
る
臨
床
研
究
を
進
め
て
い

る
理
化
学
研
究
所
発
生

・
再
生

科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
高
橋

政
代
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

を
選
ん
だ
。
（
Ｈ
２５
ｏ
‐２
ｏ
‐９
付

日
本
経
済
新
聞
か
ら

一
部
抜
粋
）

そ
の
高
橋
政
代
さ
ん
が
、
今

年
の
１
月
８
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主

催
し
た
講
演
会
で

「夢
を
か
な

え
る
～
弓
∽
細
胞

っ
て
な
に
？

～
」
を
テ
ー
マ
に
生
徒
、
保
護

者
、
皐
城
会
関
係
者
約
７
０
０

名
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
研

究
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
の
苦

労
話
や
鴫
∽
細
胞
を
使

っ
た
再

生
医
療
の
可
能
性
な
ど
難
病
に

対
す
る
今
後
の
治
療
に
期
待
を

持
て
る
と
同
時
に
、
生
徒
た
ち

に
と

っ
て
人
々
の
幸
せ
に
全
力

を
尽
く
す
見
本
と
な
る
先
輩
の

姿
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◆
自
然
科
学
部

「
第

一
回
科
学

の
甲
子
園
ジ

ュ
ニ
ア
大
会
」

に
お
い
て
全
国
大
会
出
場
〃

昨
年
度
は
陸
上
競
技
部
か
ら

二
名
が
全
国
大
会
へ
。
本
年
度

運
動
系
ク
ラ
ブ
で
は
男
子
テ
ニ

ス
部
の
２
年
生
小
川
潤
く
ん
が

第
６２
回

近
畿
中
学
校
総
合
体

育
大
会
（滋
賀
県
で
開
催
）
に
出

場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
系
ク
ラ
ブ
で
は

自
然
科
学
部
が
、
平
成
２５
年
１０

月
２６
日
に
大
阪
府
立
天
王
寺
高

校
で
行
わ
れ
た
第

一
回
科
学
の

甲
子
園
ジ

ュ
ニ
ア
大
阪
予
選
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
で
、
自
然
科
学
部
は
附
中
で

日
頃
か
ら
培
わ
れ
て
い
る
協
働

人
（
、
一「
”
鰤

を
新
た
に

４８
台
購
入

↑
可
”
ら
は

計

６０
台
、

∽
〓
『
い”
ｏ①

は
４２
台
）

し
ま
し
た

あ
日
を
活

用
し
た
教

育
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

い
る
と
、
附
中
で
教

え
て
い
た
時
の
こ
と

を
非
常
に
懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
教
育
実

習
校

・
研
究
校
と
し

て
生
徒
の
個
性
を
伸

ば
す
附
属
池
田
中
学

校
の
自
由
な
校
風
を

絶
や
さ
ず
に
続
け
て

い
っ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

ン
サ
ー
ト
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
は
北
部
ク
ル
ネ
ー
ガ
ラ

で
、
次
に
南
部
ト
ゥ
ヌ
カ
イ
ヘ
。

ま
だ
検
間
が
あ
り
、
自
由
に
行

き
来
で
き
ま
せ
ん
。
少
し
前
ま

で
戦
場
だ

っ
た
場
所
。
そ
れ
で

も
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
は
キ
ラ

キ
ラ
。　
一
生
懸
命
き
ら
き
ら
星

を
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
い
つ

か
、　
一
緒
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

実
現
で
き
ま
す
よ
う
に
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
そ
の
様
子
が
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

る
時
代
で
す
が
、
是
非
書
店
に

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

他
の
作
家
さ
ん
と
の
違
い
が
わ

か
り
ま
す
。
（
３０
期

中
村
祐
子
）

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

自
然
科
学
部
は
１２
／
２‐
～
２２
に

東
京
で
行
わ
れ
る
本
選
（全
国

大
会
）
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◆
教
育
環
境
が
…
…
…
。

平
成
２２
年
度
に
本
校
南
校
舎

の
耐
震

・
改
修
工
事
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
末
よ

り
北
校
舎
の
耐
震

・
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。
今
回
の
工
事
で

は
ト
イ
レ
を
増
築

・
改
修
、
更

衣
室
の
新
設
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
教
室
の
更
新
な
ど
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
生
活
環

境
、
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
に
は
全
普
通
教

室
（１２
教
室
）
に
電
子
黒
板
を
導

大
学
院
の
学
生
の
時
に
、
初
め

て
、
附
属
高
校
池
田
校
舎
で
２
年

生
地
理
の
非
常
勤
講
師
を

一
年
間

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
の
４

月
か
ら
附
属
池
田
中
学
校
の
社
会

担
任
と
し
て
生
徒
と
と
も
に
過
ご

し
ま
し
た
。
今
か
ら
思
う
と
、
ど

の
学
年
の
生
徒
も
個
性
的
で
、
授

業
を
し
て
い
て
も
知
的
好
奇
心
が

旺
盛
な
生
徒
が
非
常
に
多
か

っ
た

こ
と
が

一
番
印
象
に
残

っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
単
な
る
受
験
学
力
だ

け
を
学
ん
で
き
た
の
で
は
な
く
、

幅
広
い
教
養

・
雑
学

・
得
意
分
野

を
兼
ね
備
え
た
生
徒
が
多
か

っ
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
少
し
変
わ

っ
た
生
徒

で
も
、
お
互
い
に
個
性
を
認
め
合

い
尊
重
す
る
姿
勢

・
雰
囲
気
が
教

室
内
に
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
た
す
ら
、
鉄
道
や
バ
ス
の
時
刻

表
を
集
め
て
い
た
生
徒
や
、
六
法

全
書
を
毎
日
も

っ
て
く
る
生
徒
、

部
活
動
の
試
合
の
合
間
に
プ
ラ
モ

デ
ル
を
作
る
こ
と
に
没
頭
し
て
い

る
生
徒
な
ど
、
例
を
挙
げ
れ
ば
き

り
が
な
い
ほ
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
生
徒
た
ち

に
対
し
て
ク
ラ
ス
や
学
年
の
仲
間

が

一
日
置
い
て
い
た
と
こ
ろ
が
、

他
の
学
校
で
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い

良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
末
、
久
し
ぶ
り
に
、

４５

期
生
の
同
窓
会
に
招
か
れ
ま
し
た
。

２０
年
近
く
た

っ
て
い
て
も
、
附
中

生
と
し
て
の
独
特
の
雰
囲
気
を
み

ん
な
が
残
し
て
い
る
こ
と
に
感
心

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
個
性
的
に
活
躍
し
て
い
る
姿
を

見
る
と
、
附
中
卒
業
生
の

「生
き

る
力
」
が
伝
統
と
し
て
脈
々
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
短

期
間
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
私
は
大
阪
学
院
大

学
商
学
部
で
地
理
学
や
地
誌
学
な

ど
、
社
会
科
の
教
職
課
程
の
科
目

を
中
心
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
教

育
実
習
に
行
く
学
生
た
ち
を
見
て

2014年 1月 8日

本校体育館にて

て

科
の
教
員
と

誨
れ順調け硼

同

り
ま
し
た
。

嘲
４２
期
生
を
始

別
め
に
、
４５
期

‐２
　
４９
期
、
國
興

簿
５６
期
、
５８
期

２０
　
５９
期
と
ほ
と

ん
ど
を
学
級

的
に
課
題

に
取
り
組

む
力
を
発

揮
す
る
こ

と
が
で
き
、

大
阪
府
予

選
大
会
に

お
い
て
見

事
に

一
位

を
勝
ち
取

作
家

「
し
ら
ぷ
～
」

（中
高
時

代
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
の
待
望

の
新
刊
が
ほ
る
ぷ
出
版
か
ら
発

売
さ
れ
ま
し
た
―
発
売
を
記
念

し
て
ジ

ュ
ン
ク
堂
池
袋
本
店
で

開
か
れ
た
原
画
展
を
見
に
行

っ

て
き
ま
し
た
。
児
童
書
売
り
場

の
壁
に
額
装
さ
れ
た
原
画
は
、

江
戸
時
代
の
雰
囲
気
そ
の
ま
ま

で
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
２
年
間
に
わ

た

っ
た
制
作
過
程
も
展
示
さ
れ

て
い
て
、
し
ら
ぷ
～
の
苦
労
や

意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
絵

本
の
内
容
は
■
寧
に
描
か
れ
た

絵
の
素
敵
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
江
戸
時
代
の
お
も
し
ろ
い

風
習
な
ど
が
絵
入
り
で
説
明
さ

れ
て
い
て
、
読
み
ご
た
え
芥
芥
Ｔ

大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
絵
本

に
し
あ
が

っ
て
い
ま
す
。
是
非
、

同
窓
生
の
皆
さ
ま
も
お
試
し
あ

れ
―

　

（
３０
期
　
濱
口
美
晴
）

阿
倍
野
の
ジ

ュ
ン
ク
堂
書
店

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
亘
ち

最
中
に
レ
ジ
近
く
の
フ
ェ
ア
の

棚
で
発
見
。
ネ

ッ
ト
で
も
買
え

４
年
前

ま
で
内
戦

を
し
て
い

た
ス
リ
ラ

ン
カ
。
そ

ん
な

ス
リ

ラ
ン
カ
の

南
北

の
子

供
た
ち
に

庄
野
真
代

さ
ん
を
中

心

に
、
楽

器
を
教
え

る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、

そ
し
て
、

現
地

で
コ

ずらりと並んだ原画。通る人も
思わず立ち止まってしまいます。

|☆同1窓1生|の1活1躍|☆|




